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ハエ類の生態学的研究

5.数種小動物屍からのハエ類の発生量について*

長崎大学風土病研究所　衛生動物学研究室（主任：大森南三郎教授）
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Ecological Studies of Flies V. On the amount of the flies breeding out from several kinds
of small dead animals. Osamu SUENAGA.Department of Medical Zoology, Research Institute
of Endemics, Nagasaki University (Director : Prof. N. OWORI)
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小動物の死体から発生するハエ類については前報

（著乳1959C）で報告したが，前実験では各動物の

供試数，実験の時期及び場所等が不揃であったため，

動物屍の種類毎のハエの発生量の比較及び発生するハ

エ群集の構造の比較が充分にはできなかったので，今

回はそれが比較できるような実験計画をたて，以下に

のべるようにいささか興味ある成績を得たのでここに

その結果を報告する．

稿を進める前に，実験の楷導と本稿の校閲を賜わつ

た恩師大森南三郎教授に深甚の謝意を表する．本研究

に要した費用の一部は文部省科学試験研究費補助金に

よった．ここに記して謝意を表する．

実　験　方　法

今回の実験では5種類の小動物の死体を野外で一定

時間ハエに曝し，産卵された卵から発育したハエ類が

やがて成虫となって羽化してくるのを待って，その種

類と数を調べたのであるが，使用した5種の小動物の

中，カエル（鮎花α毎romαC“gαiα軸romαC弘iα細），

へど（〃αiri罪軸r血軸rま拘α），鶏のヒナ及びネズミ

（肋助相加椚堅両肌Var．αiろ五指弘ざ）は実験日の午前

中にクロロホルムで麻酔死させ，魚（rr伽ゐ以r㍑5

ブαク0指ic“∫）は鮮魚店から当日の新らしいものを求め

て，各動物夫々10頭，合計50頭を別々に直径9c町高

さ2・5cmのシャーレに入れ，当時諌早市にあった研

究所中庭のクスノキ（高さ約8m）の淡い木蔭に2．8

×3q6mの広さの地面を区切り，ここに上記50頭の小

動物屍を乱数表によって30cm間隔に配置した．こ

の区剖の周囲には高さ約1mの亀甲網張の問をつく

り，その上線には有刺鉄線を廻らして犬や猫の侵入を

防いだ．実験の初日には準備の都合で死体を13時から

ハエに曝し，18時に一旦回収して屋内の金網戸棚中に

保管し，翌朝9時に再び木蔭の元の位置へ戻し18時ま

でハエに曝して産卵させた．これらの小動物屍をその

後夫々の大きさに応じた飼育瓶に入れ，綿栓またほ32

メッシュの金網蓋をして実験室内の自然温度下に置き，

死体に発生した幼虫が3令になり始める与乱適度に湿

らせたオガクズを入れてその中で蠣化させ，やがて羽

化してくるハエ成虫を捕殺した．このような実験を，

ハエ類の出盛期である5月下旬と秋の山を示す10月下

旬とに夫々1回行なったので，前者を実験l，後者を

実験Ⅱとよぶことにする．実験Ⅱでは動物屍をハエに

曝した数日後から気温がかなり低下し始めたので，ハ

エ幼虫の発育を促進させるために8日目から飼育瓶を

250Cの恒温室に移し，適度の湿度を保つよう注意し

ながら羽化が完了するまで観察をつづけた．

実験結果及び考察

実験Ⅰ及びⅡで供試した各種動物屍の死亡直後の体

重と各1頭からのハエ類の発生数を示すと第1表の通

りである．例えば実験！での魚の第1の個体は83gの

マアジで，これから発生したハエ類の合計数は798個

体である．

この表のもつ意味をより正確につかむために，全部

の動物の体重を何れも40gとした時のハエ数を計算に

よって出して表示したのが第2表である．実験Ⅰでは

動物屍の種類による5つの水準の平均値間には1％以

下の危険率で有意差がみられ，任意の2つの水準問に＊長崎大学風土病研究所業績　第329号
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Table 1. Total number of flies emerged from each dead animal of the

indicated body weight
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は平均値において123以上の差のある場合にその差は

有意である．実験Ⅱでは同様にして5つの水準の平均

値間に1％以下の危険率で有意差があり，平均値にお

いて119以上の差がある場合に任意の2水準間の差ば

有意である。この関係を図示すると第1園のようにな

り，実験I，Ⅰ何れの場合にもネズミから最多数のハ

エが発生し，魚がこれに次ぎ，へど，ヒナ及びカエル

の順に少なくなる．ネズミが大量のハエを発生させる

のは体表面を被っている毛の間隙がハエの産卵部位と

して好適であることによると思われる．魚の場合には

ェラの内側，口腔等が産卵部位としてよく利用される．

ところがへどの場合には時にかなり多数のハエを発生

させることもあるが一般には必ずしも多くはなく，死

体によって著しい差がある．ウロコの外被が産卵を妨
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Table 2. No. of flies breeding out per 40g of body weight per animal
Experiment 1
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げているように思われる．カエルの場合にはハエの発

生数が最も少ないが，滑らかな体表が産卵に適しない

ためのように思われる．ここに注意しなければならな

いのはヒナの場合である。ヒナからのハエの発生数は

非常に少ないが，これは産卵数が少ないためではなく，

実際には羽毛の間隙に，ネズミの場合と同様に，多数

のハエが侵入して産卵しているのであるが，ヒナの肉

の量に比してハエの産卵に好適な広い外被をもつため

に幼虫は過剰発生の結乳既に2今期から死体を這い

出して這い廻り，集塊をなして飢餓のため死亡するも

のが多く出ることによるのである．

このように動物の種類によって発生させるハエの発

生量に差のあることがわかったので，この差が夫々の

動物屍から発生するハエ群集の構造の相違に関係のあ

ることであるかどうかを明らかにするために各群集構

造を相関係数系列の形を目安として吟味してみた．

5種類の小動物屍の夫々10頭から発生したハエの種

類と数は第3表に示す通りで，この表に示される5種

類の小動物屍から出た各ハエ群集間の相関係数系列を

示すと第2図の通りである．実験Ⅰの場合には各系列

は高度に近似しているが，精細にみれば，カエルを除

く4つの系列の形は極めて似通っているのに，カエル
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Fig. 1 Comparison of the mean number of flies emerged per 40g
body weight per animal
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Fig. 2 Comparison of the structures of five association of flies emerged
from each ten heads of the five kinds of animals, by the five

series of correlation coefficients obtained between one and the
other successive four associations
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Table 3. Number of flies of each species breeding out from each ten
heads of the different animals

Experiment I
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の系列だけが幾分異なっている．これは魚，へど，ヒ

ナ及びネズミで圧倒的優位（80％以上）を占めていた

ミドリキンバエの比率がカエルではやゝ低くなり（68

％），4つの系列で4位以下であったナミニクバェ（22

％）とヒロズキンバエ（11％）の比率が逆に高くなり，

夫々第2，3位を占めていることによる．次に実験Ⅰ

の場合にもカエルの系列だけが他の4つの系列と著し

く形を異にしている．これは魚，ヘビ，ヒナ及びネズ

ミの4種の動物屍から発生したハエ群集では何れもミ

ドリキンバエ（63～69％）が優占種でトウキヨウキン

バエ（16～29％）がこれに次いで第2位を占めている

のに，カエルではヒPズキンバエが48％を占めて第1

位となり，ミドリキンバエ（15％）は第3位に下って

いることによる．

以上，ネズミ，魚，へど及びヒナからの各種ハエ類

の発生量は夫々比例的に少なくなっていて，群集構造

の相違と関係した減少の仕方はみられない．カエルの

場合にはミドリキンバエの占める比率が特に低くなり，

逆にヒPズキンバエの占める比率がかなりに高くなっ

てハエの種類による利用の程度が前4者の動物屍の場

合とは棺趣を異にするが，各種ハエ類の絶対数は共に

著しく低いことによってその利用価値が最下位となっ

ている．

摘　　　　　　　要

1) 1958年5月下旬(実験I)と10月下旬(実験II)
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に夫々1回ずつ,魚,カエル, ヘビ,ヒナ及びネズミ

の5種の小動物屍夫々10頭を研究所中庭の木蔭でハエ

に曝し,これらから発生するハエ類の発生量とその群

集構造を比較することによつて,これらの小動物屍の

ハエ類発生源としての価値を比較した｡

2) 5種の動物屍からのハエの発生量は動物屍の種

類によつて有意的に異なり,ネズミが最多数のハエを

発生させ,魚がこれに次ぎ, ヘビ,ヒナ及びカエルの

順に少なくなる｡その原因は,ネズミ,魚, ヘビ及び

カエルではハエ成虫の産卵数の多寡にあると思われる

が,ヒナの場合に発生数が案外に少ないのは産卵数が

肉の量に対して多すぎるため,発育中に餓死する幼虫

が続出することの多いことによるものと思われる.

3 )各小動物屍から発生するハエ群集の構造をみる

と,ネズミ,魚, ヘビ及びヒナでは極めて近似してい

るが,カエルの場合には前4者で優占種であるミドリ

キンバエが少なくなり,逆に前者で比較的少ないヒロ

ズキンバエがかなりの比率を占めて稍特異的な群集構

造を示す｡

4)以上,ネズミ,魚, ヘビ及びヒナからの各種ハ

エ類の発生量は夫々比例的に少なくなつていて,群集

構造の相違と関係した減少の仕方はみられない.即ち

各種ハエ類にとつてはこれらの動物の利用価値は夫々

比例的に減少していることがわかる.カエルの場合に

はミドリキンバエの利用度が比率においてはかなりに

減少し,逆にヒロズキンバエの利用度が高くなつてい

る点などで前4者での場合とは稍々趣を異にしている

が,各種ハエ類の絶対数は共に著しく低いことによつ

てその利用価値が最下位となつている.
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Summary

To examine how much and what kind of flies are capable of breeding out from
carcasses of different kind of small animals, experiments were projected as under :
Fifty fresh carcasses consisting of each ten heads of five kinds of small animals
shown in Table 1 were put in separate petri-dishes of 9.0cm in diameter and 2.5cm
in depth, and were distributed at random, 30cm apart from each other, on an area
of 2.8x3.6 meters under the light shade of a high camphor-tree at about the middle
of the yard of our former Institute at Isahaya city. The carcasses exposed to flies

during from 13.00' to 18.00' and from 9.00' to 18.00' on the first and second day,

were put in separate glass bottles with cotton plug or wire gauze covering of 32-
mesh and kept under laboratory conditions until the emergence of adult flies. The
experiments were made twice in 1958 ; Exp. I on May 30-31 and Exp. II on Oct.
20-21.

The total number of flies emerged from each dead animal of the five kinds are

shown in Table 1, and the number of flies emerged per 40g of body weight per
animal are given in Table 2.

The result of the analysis of variance with the data given in Table 2 are
illustrated in Fig. 1.

The number of flies of each fly species emerged from each the heads of the

different animals are given in Table 3. This table namely shows the five associ-
ations of flies emerged from each ten heads of the five kinds of animals. The

comparison of the structures of the fly associations are made in Fig. 2.
From the Tables and Figures, the general results are summarized as follows :

1) The amount of the flies emerging from carcasses is the largest in rat (Rattus

norvegicus var. albinus) and comes next in fish (Trachurus japonicus), snake (Natrix
tigrina tigrina), and chicken in that order and is the smallest in frog (Rana nigro-
maculata nigromaculata).

That the number of flies emerging from chickens is surprisingly small is not

due to the scantiness of larvae and eggs laid by flies but due to the high mortality
of fasted larvae which are growing up in superabundance against thesmall amount
of chickin's flesh.

2) The dominant fly species emerged from the carcasses are Lucilia illustris,

Hemipyrellia ligurriens, L. sericata and Sarcophaga similis in the order of abundance

in Exp. I and L. illustris, H. ligurriens, L. ampullacea, L. sericata and S. similis in Exp.
II.

3) The structures of associations of flies emerged from the different animals

are rather similar with each other, excepting in the case of frog in which theorder
of abundance is somewhat different in becoming lower in percentage abundance of
L. illustris and becoming higher in that of L. sericata and S. similis.

（昭和34．10．26受付）・


